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目標

•新しく出るポケモンの種族値というステータスを予測する。



どんなポケモン？

既存のポケモン 新たなポケモン

HP 73

攻撃 95

防御 62

特防 85

特攻 65

すばやさ 85

HP ??

攻撃 ??

防御 ??

特防 ??

特攻 ??

すばやさ ??



流れ

•１.今までのポケモンの進化の傾向を分析する。

•２.その予測の精度を測定する。

•３.新しいポケモンに試してみる。



流れ

•１.今までのポケモンの進化の傾向を分析する。

•２.その予測の精度を測定する。

•３.新しいポケモンに試してみる。



ポケモンの進化の傾向を分析する

•説明変数→進化前のポケモンの種族値（6項目）

•目的変数→進化後のポケモンの種族値（6項目）

•目的変数が複数個→ランダムフォレスト



データに使うポケモン

進化無し

進化1回

進化2回

種族値合計小さい 大きい



データに使うポケモン



データに使うポケモン

進化無し

進化1回

進化2回

種族値合計小さい 大きい



CSV
進化前 進化後



ソースコード

訓練データ：テストデータ ＝ ７：３



結果



流れ

•１.今までのポケモンの進化の傾向を分析する。

•２.その予測の精度を測定する。

•３.新しいポケモンに試してみる。



予測の精度を確かめる

• R２（決定係数）を用いる。1になればなるほど良い。

•結果→-0.038489239036687495
全く良くない
訓練データとテストデータの割合を変えても良くならない



流れ

•１.今までのポケモンの進化の傾向を分析する。

•２.その予測の精度を測定する。

•３.新しいポケモンに試してみる。



データに使うポケモン

進化無し
↓
進化1回

進化1回

種族値合計小さい 大きい



データに使うポケモン

∩

進化1回

後日進化が追加



流れ

•１.今までのポケモンの進化の傾向を分析する。

•２.その予測の精度を測定する。

•３.新しいポケモンに試してみる。



予測の精度を確かめる

• 0.24195376890133166

•プラスにはなったけど、使えるものではない。



流れ

•１.今までのポケモンの進化の傾向を分析する。

•２.その予測の精度を測定する。

•３.新しいポケモンに試してみる。



実際に試してみる…?

HP 65

攻撃 70

防御 70

特防 80

特攻 80

すばやさ 105

HP 65

攻撃 100

防御 70

特防 80

特攻 80

すばやさ 105

HP 90

攻撃 100

防御 70

特防 80

特攻 80

すばやさ 95



実際に試してみる…?

•新しいポケモンでは、今までのステータスとは違う
独自のステータスを使っている。

•モデルができたとしても求めることはできない。



感想

•目的変数が増えると精度を上げるのが難しい

•精度の確認方法が何が最適解かがわからなかった


